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(57)【要約】
【課題】酸化インジウムを含む排水泥から、効率よくイ
ンジウムを分離回収する方法を見出すことである。
【解決手段】希硫酸により酸化インジウムを含む排水泥
から不純物を浸出して分離し、インジウムを含む残渣を
回収する希硫酸浸出工程、硫酸により希硫酸浸出残渣か
らインジウムを浸出して回収する硫酸浸出工程を有する
ことを特徴とするインジウムの回収方法。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
希硫酸により酸化インジウムを含む排水泥から不純物を浸出して分離し、インジウムを含
む残渣を回収する希硫酸浸出工程、硫酸により希硫酸浸出残渣からインジウムを浸出して
回収する硫酸浸出工程を有することを特徴とするインジウムの回収方法。
【請求項２】
請求項１の工程に加えてインジウムを含む浸出液に苛性ソーダを添加し、中和物として水
酸化インジウムを回収する中和工程、
　水酸化インジウムを含む中和物から不純物を浸出して分離するアルカリ処理工程、
　硫酸によりインジウムを含むアルカリ処理後の残渣からインジウムを浸出し、さらに水
硫化ソーダにより不純物を取り除きインジウムを回収する硫酸浸出兼硫化工程、
　インジウムを含む水溶液に金属亜鉛を投入し、インジウムを粗スポンジとして回収し、
亜鉛より卑な金属不純物を後液中に分離する亜鉛粗置換工程、
　粗スポンジインジウムを塩酸により溶解する塩酸溶解工程、
　塩酸溶解後のインジウムを含む溶液に金属を投入することにより、インジウムよりも貴
な不純物金属イオンを金属に置換し取り除くインジウム置換工程、
　インジウムを含む溶液に金属亜鉛を投入し、インジウムを精スポンジとして回収する亜
鉛精置換工程。
【請求項３】
請求項１～２の何れかに記載の工程に加えて、精スポンジインジウムを鋳造し、電解精製
により電気インジウムとして回収する鋳造、電解工程、電気インジウムを鋳造しインジウ
ムインゴットを得る製品鋳造工程を含むインジウムの回収方法。
【請求項４】
希硫酸により酸化インジウムを含む排水泥から不純物を浸出し、インジウムを含む残渣を
回収する条件をｐＨ＝２．０～３．０とする請求項１～３の何れかに記載の酸化インジウ
ムの回収方法。
【請求項５】
硫酸により酸化インジウムを含む希硫酸浸出残渣からインジウムを浸出する方法において
、硫酸濃度が１００ｇ／Ｌ以上である請求項１～４の何れかに記載のインジウムの回収方
法。
【請求項６】
硫酸浸出により回収した浸出液に苛性ソーダを添加し、中和物として水酸化インジウムを
回収する条件をｐＨ＝５．０～６．０にする請求項１～５の何れかに記載のインジウムの
回収方法。
【請求項７】
水酸化インジウムを含む中和物から不純物を浸出させ分離して、インジウムを回収する条
件をｐＨ＝１３以上にする請求項１～６の何れかに記載のインジウムの回収方法。
【請求項８】
硫酸によりインジウムを含むアルカリ処理後の残渣からインジウムを浸出し、さらに水硫
化ソーダにより不純物を取り除きインジウムを回収する条件を硫酸浸出の硫酸濃度を１０
０ｇ／Ｌ以上にする請求項１～７の何れかに記載のインジウムの回収方法。
【請求項９】
インジウムを含む水溶液に金属亜鉛を投入し、インジウムを粗スポンジとして回収し、イ
ンジウムより卑な金属不純物を液中に分離する条件を投入する亜鉛が粉末である請求項１
～８の何れかに記載のインジウムの回収方法。
【請求項１０】
塩酸溶解後のインジウムを含む水溶液からインジウムよりも貴な不純物金属イオンを金属
に置換し取り除く条件を投入する金属が金属インジウムである請求項１～９の何れかに記
載のインジウムの回収方法。
【請求項１１】
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インジウムを含む水溶液に金属亜鉛を投入し、インジウムを精スポンジとして回収する条
件を投入する亜鉛が板状の亜鉛板である請求項１～１０の何れかに記載のインジウムの回
収方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術は、酸化インジウムを含む排水泥からインジウムを効率よく回収する方法に関す
るものである。
【背景技術】
【０００２】
　インジウムは酸化インジウムの形でＩＴＯターゲットの原料に用いられる。
　ＩＴＯターゲット製造工程では加工を行う際に、切断屑や研磨屑が生じるため、ＩＴＯ
スクラップとして、それらに含まれるインジウムの回収が行われている。
　しかし、製造工程で生じる微細な酸化インジウム粉が排水とともに排水処理工程へ送ら
れている。
　排水処理工程で生じる排水泥中にはインジウムが酸化物の状態となって存在しており、
有価金属であるインジウムを有効に活用するためには、排水泥から酸化インジウムを回収
して利用する技術の確立が不可欠である。
　しかし、排水泥中にはインジウムのほかにカルシウムやコバルト、銅、ニッケル、マン
ガン、亜鉛、鉄、スズなどの不純物も含まれるため、インジウムの回収を行うにはこれら
の不純物を分離する必要がある。
　一方、特開２００７－２７０２６２（特許文献１）には、インジウム、銅、カドミウム
の各金属元素を含有するインジウム原料からインジウムを回収する方法において、
　該インジウム原料を酸で浸出して前記各金属元素を溶解した酸浸出液を得る工程と、該
酸浸出液に硫黄含有物を添加して反応させ前記溶解している銅の一部を硫化銅とし硫化銅
含有スラリーを得る１段目工程と、
　該硫化銅含有スラリーに硫化剤を添加して前記溶解している銅の残部を硫化物として固
液分離し脱銅液と銅残渣を得る２段目工程と、
　該脱銅液に硫化剤を添加して固液分離しインジウム含有硫化物を得る硫化工程と、
　該インジウム含有硫化物に酸溶液中で還元剤を添加し固液分離して還元液と硫黄含有残
渣を得る工程と、
　該硫黄含有残渣を前記硫黄含有物として前記１段目工程に繰り返す戻し工程と、を有す
ることを特徴とするインジウム回収方法。が、開示されている。
　しかしながらこれらの方法であっても、本願の目的は、解決できない。
【特許文献１】　特開２００７－２７０２６２　ＤＯＷＡホールディングス株式会社
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の課題は、酸化インジウムを含む排水泥から、効率よくインジウムを回収する方
法を見出すことである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　　本発明は、
（１）希硫酸により酸化インジウムを含む排水泥から不純物を浸出して分離し、インジウ
ムを含む残渣を回収する希硫酸浸出工程、硫酸により希硫酸浸出残渣からインジウムを浸
出して回収する硫酸浸出工程を有することを特徴とするインジウムの回収方法。
（２）上記（１）の工程に加えてインジウムを含む浸出液に苛性ソーダを添加し、中和物
として水酸化インジウムを回収する中和工程、
　水酸化インジウムを含む中和物から不純物を浸出して分離するアルカリ処理工程、
　硫酸によりインジウムを含むアルカリ処理後の残渣からインジウムを浸出し、さらに水
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硫化ソーダにより不純物を取り除きインジウムを回収する硫酸浸出兼硫化工程、
　インジウムを含む水溶液に金属亜鉛を投入し、インジウムを粗スポンジとして回収し、
亜鉛より卑な金属不純物を後液中に分離する亜鉛粗置換工程、
　粗スポンジインジウムを塩酸により溶解する塩酸溶解工程、
　塩酸溶解後のインジウムを含む溶液に金属を投入することにより、インジウムよりも貴
な不純物金属イオンを金属に置換し取り除くインジウム置換工程、
　インジウムを含む溶液に金属亜鉛を投入し、インジウムを精スポンジとして回収する亜
鉛精置換工程。
（３）上記（１）～（２）の工程に加えて、精スポンジインジウムを鋳造し、電解精製に
より電気インジウムとして回収する鋳造、電解工程、電気インジウムを鋳造しインジウム
インゴットを得る製品鋳造工程を含むインジウムの回収方法。
（４）　希硫酸により酸化インジウムを含む排水泥から不純物を浸出し、インジウムを含
む残渣を回収する条件をｐＨ＝２．０～３．０とする上記（１）～（３）の何れかに記載
の酸化インジウムの回収方法。
（５）硫酸により酸化インジウムを含む希硫酸浸出残渣からインジウムを浸出する方法に
おいて、硫酸濃度が１００ｇ／Ｌ以上である上記（１）～（４）の何れかに記載のインジ
ウムの回収方法。
（６）硫酸浸出により回収した浸出液に苛性ソーダを添加し、中和物として水酸化インジ
ウムを回収する条件をｐＨ＝５．０～６．０にする上記（１）～（５）の何れかに記載の
インジウムの回収方法。
（７）水酸化インジウムを含む中和物から不純物を浸出させ分離して、インジウムを回収
する条件をｐＨ＝１３以上にする上記（１）～（６）の何れかに記載のインジウムの回収
方法。
（８）硫酸によりインジウムを含むアルカリ処理後の残渣からインジウムを浸出し、さら
に水硫化ソーダにより不純物を取り除きインジウムを回収する条件を硫酸浸出の硫酸濃度
を１００ｇ／Ｌ以上にする上記（１）～（７）の何れかに記載のインジウムの回収方法。
（９）インジウムを含む水溶液に金属亜鉛を投入し、インジウムを粗スポンジとして回収
し、インジウムより卑な金属不純物を液中に分離する条件を投入する亜鉛が粉末である上
記（１）～（８）の何れかに記載のインジウムの回収方法。
（１０）塩酸溶解後のインジウムを含む水溶液からインジウムよりも貴な不純物金属イオ
ンを金属に置換し取り除く条件を投入する金属が金属インジウムである上記（１）～（９
）の何れかに記載のインジウムの回収方法。
（１１）インジウムを含む水溶液に金属亜鉛を投入し、インジウムを精スポンジとして回
収する条件を投入する亜鉛が板状の亜鉛板である上記（１）～（１０）の何れかに記載の
インジウムの回収方法。
　を提供する。
【発明の効果】
【０００５】
　上記発明により
（１）酸化インジウムを含む排水泥から希硫酸浸出により不純物を浸出して分離し、浸出
残渣の硫酸浸出によりインジウムを浸出することによりインジウムを効率よく回収できる
。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本発明の処理フローシートの一態様を示す。
【図２】希硫酸浸出におけるインジウム、コバルト、銅、亜鉛、クロムの浸出率の一態様
を示す。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下本発明を詳細に説明する。
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　本発明の処理対象物は、酸化インジウムを含む排水泥であり、排水処理工程においてフ
ィルタープレス後、生じるケーキ状のものである。該処理物はインジウムだけでなく、カ
ルシウムやコバルト、銅、ニッケル、マンガン、亜鉛、鉄、スズ、クロムなどの不純物が
含まれる。
　希硫酸浸出工程として排水泥を水でリパルプした後、硫酸を添加し、ｐＨ＝２．０～３
．０に調整することにより排水泥中に含まれる不純物であるコバルトや銅、亜鉛、ニッケ
ルを水溶液に浸出する。この操作では酸化インジウムは浸出されないため、ろ別して浸出
後残渣として回収することで、分離できる。ｐＨが３．０を超えるとコバルトや銅、亜鉛
、ニッケルの浸出率が低く、酸化インジウムと効率よく分離することができない。またｐ
Ｈが２．０未満になると酸化インジウムの浸出が進み、インジウムの回収効率が悪くなる
。回収したインジウムを含む残渣物は次の硫酸浸出によってインジウムを回収する。希硫
酸浸出によって完全に分離できなかったコバルト、銅、亜鉛、ニッケルなどの不純物は後
の処理でさらに分離する。
【０００８】
　硫酸浸出では希硫酸浸出で回収した残渣を水でリパルプし、硫酸を添加して酸化インジ
ウムを浸出する。希硫酸浸出で残渣に残ったコバルトや銅、亜鉛、ニッケル、カルシウム
、マンガン、鉄も浸出されるので、インジウムの精製を行う。このときの硫酸添加量は硫
酸濃度が１００ｇ／Ｌ以上になるように添加するのが望ましい。また、温度は４５～５５
℃、処理時間は８時間以上とすることが望ましい。
【０００９】
　硫酸浸出で得られたインジウムを含む水溶液を苛性ソーダを添加して中和物である水酸
化インジウムとして析出する。このときのｐＨの調整範囲はｐＨ＝５．０～６．０が望ま
しい。ｐＨが５．０未満では水溶液中のインジウムは十分に析出されないため回収できな
い、ｐＨが６．０以上では水酸化インジウムだけでなく不純物である亜鉛やニッケル、コ
バルトが水酸化物として析出する。中和により水酸化インジウムが生じる反応を以下の式
に示す。
　Ｉｎ３＋　＋　３ＯＨ－　→　Ｉｎ（ＯＨ）３

　中和物中には水酸化インジウムだけでなく、銅、鉄、スズの中和物も含まれる。水酸化
インジウムを含む中和物はろ過によって回収でき、水溶液中に溶解している不純物と分離
する。
【００１０】
　回収した中和物には不純物である水酸化スズが含まれているため、水でリパルプした後
、温度を５０～６０℃に上げ、その後苛性ソーダを添加してｐＨを調整するアルカリ処理
を行う。アルカリ処理のｐＨはｐＨ＝１３以上にするのが望ましい。
ｐＨ＝１３以上に調整することで中和物に含まれる水酸化スズが溶液中に溶解する。
水酸化インジウムは溶解せず残渣中に残るため、ろ過後回収する。
【００１１】
　回収したアルカリ処理残渣には不純物である銅、マンガン、鉄、クロムおよびアルカリ
処理で残渣に残ったスズが含まれている。この残渣を水によりリパルプした後、硫酸を添
加し硫酸濃度１００ｇ／Ｌ以上に調整すると、インジウムを浸出できる。このときの浸出
時間は４時間以上が望ましい。その後、水硫化ソーダを添加すると溶液中に溶け込んでい
る銅は硫化物として析出する。銅の硫化反応を以下に示す。
　Ｃｕ２＋　＋　Ｓ２－　→　ＣｕＳ
　インジウムを含む水溶液はろ過により硫化物と分離して回収する。
【００１２】
　硫化後回収したインジウム水溶液を４５～５５℃に加熱し、苛性ソーダによりｐＨを調
整する。ｐＨはｐＨ＝２．５に調整するのが望ましい。その後、金属亜鉛粉末を１．２～
１．８当量投入すると、インジウムなどの亜鉛よりも貴な金属イオンは置換され、メタル
となる。置換されたインジウムは粗スポンジとして回収する。マンガンやアルミニウムな
ど亜鉛より卑な金属不純物は溶液中に残るためろ過により粗スポンジインジウムと分離す
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る。このときの亜鉛粉末とインジウムとの置換反応を以下に示す。
　３Ｚｎ　＋　２Ｉｎ３＋　→　３Ｚｎ２＋　＋　２Ｉｎ
【００１３】
　亜鉛粗置換により回収した粗スポンジインジウムを水でリパルプし、加熱する。加熱温
度は４５～５０℃が望ましい。加熱後、塩酸を添加して粗スポンジインジウムを溶解する
。溶解したインジウムはろ過によってインジウム水溶液として回収する。インジウムの溶
解反応を以下に示す。
　２Ｉｎ　＋　６Ｈ＋　→　２Ｉｎ３＋　＋　３Ｈ２

【００１４】
　塩酸溶解により回収したインジウムの溶液にはスズが不純物として含まれているため、
金属インジウムを投入すると、インジウムよりも貴なスズは置換される。置換後ろ過によ
って不純物であるスズを取り除き、インジウム水溶液を回収する。このときのスズの置換
反応を以下に示す。
　２Ｉｎ　＋　３Ｓｎ２＋　→　２Ｉｎ３＋　＋　３Ｓｎ
【００１５】
　インジウム置換により回収したインジウム水溶液に亜鉛板を投入し、塩酸を添加してｐ
Ｈを調整する。このときのｐＨはｐＨ＝０．２～０．５が望ましい。置換反応によってイ
ンジウムを精スポンジインジウムとして回収する。反応時間は２４時間以上が望ましい。
反応終了後、亜鉛板表面に付いている精スポンジインジウムを剥ぎ取り回収する。亜鉛板
とインジウムの置換反応を以下に示す。
　３Ｚｎ　＋　２Ｉｎ３＋　→　３Ｚｎ２＋　＋　２Ｉｎ
【００１６】
　回収した精スポンジインジウムを鋳造し、電解精製用アノードを得る。鋳造工程では精
スポンジインジウムをプレスして脱水した後、溶解炉で溶かし込む。３５０～４００℃に
加熱した溶解炉に苛性ソーダを投入し、溶解する。苛性ソーダは酸化防止剤および精スポ
ンジインジウムに含有している亜鉛を除去するため投入し、ソーダ塩として抜き出す。そ
の後、溶解した苛性ソーダの中に精スポンジインジウムを投入し溶かす。精スポンジイン
ジウム投入後、溶解炉の温度を２００℃に調整し、溶解したインジウムを鋳型に流し込み
アノードを得る。
【００１７】
　電解精製では、鋳造したアノードを電解精製することで電気インジウムとして回収する
。電解液の温度、ｐＨを調整し、電解槽にアノードを装入する。電解液の温度は３５～４
２℃、ｐＨはｐＨ＝２．０～２．２が望ましい。アノード装入後、通電を開始する。電流
密度は５４Ａ／ｍ２以下が望ましい。通電終了後カソードを引揚げ水洗いし、電気インジ
ウムとして回収する。得られた電気インジウムは溶解温度２００℃で溶解、鋳造し、イン
ジウムインゴットを得る。
【実施例】

【実施例１】
【００１８】
　以下に本発明の実施例を説明する。排水泥（水分率６３．８％）４０００ｇを純水４７
００ｍｌでリパルプし、スラリー濃度を２００ｇ／Ｌとした。表１に排水泥の組成と含有
量を示す。
【表１】

　リパルプ後、濃硫酸（質量パーセント濃度９８％）を添加し、ｐＨ＝２．０に調整した
。
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ｐＨ＝２．０に調整した後、１．５時間後にろ過を行い、残渣と希硫酸浸出液を分離し回
収した。液濃度はサンプリングを行い、ＩＣＰ分析によって測定した。表２にｐＨ＝２．
０での希硫酸浸出における液組成、含有量、浸出率を示し、表３にｐＨ＝４．０、３．０
、１．０での希硫酸浸出における浸出率を示す。また図２にｐＨと浸出率の関係を示す。
【表２】

【表３】

　インジウムが１０．８％浸出されており、コバルト、銅、亜鉛、ニッケルがほとんど浸
出していることから、８９．２％のインジウムを残渣として回収し、不純物であるコバル
ト、銅、亜鉛、ニッケルをほとんど分離することができた。表４に回収した残渣の組成、
含有量を示す。
【表４】

残渣中には不純物であるコバルト、銅、ニッケルがわずかに含まれている。これらの成分
は後の工程で分離を行う。
【００１９】
　希硫酸浸出で回収した酸化インジウムを含む希硫酸浸出残渣の硫酸浸出について説明す
る。希硫酸浸出残渣（水分率５７．９％）２４１０ｇに純水と硫酸を添加し、硫酸濃度１
００ｇ／Ｌとした。このときのスラリー濃度は５５．６ｇ／Ｌである。その後、液温を５
０℃まで上げ、浸出させた。浸出１２時間後に溶液の硫酸濃度が２００ｇ／Ｌになるよう
に再び硫酸を添加した。浸出時間は硫酸再添加後１２時間とし、この工程での反応時間は
合計２４時間とした。２４時間後、ろ過により残渣と硫酸浸出液を分離し、インジウムを
含む浸出液を回収した。表５に回収した浸出液の液組成、含有量、浸出率を示す。

【表５】

　インジウム浸出率は９９．４％と高く、インジウムのほぼ全量を浸出液として回収でき
た。同時に不純物であるコバルト、銅、ニッケル、マンガン、クロム、鉄、スズが浸出さ
れており、これらは後の工程で分離する。回収した残渣はインジウムの組成が０．２２％
と低く、含有量が１．３ｇであることから、インジウムがほとんど浸出できている。
【００２０】
　硫酸浸出試験で得られた浸出液を用いた中和について説明する。この浸出液１６Ｌ（イ
ンジウム濃度８．６８ｇ／Ｌ）に苛性ソーダを添加し、ｐＨをｐＨ＝５．１に調整した。
その後ろ過を行い、インジウムを水酸化インジウムとして回収し、ろ液にはＩｎ濃度が０
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．０１６ｇ／Ｌで、液にＩｎの０．２２％が残った。
【００２１】
　中和により得られた水酸化インジウムを含む中和物を用いたアルカリ処理について説明
する。中和物６４５ｇを４．６Ｌの純水にリパルプさせ、加熱によって液温を５０℃にし
た。その後、苛性ソーダを添加し、ｐＨ＝１３以上にした。添加後４時間撹拌し、その後
ろ過により水酸化インジウムを回収した。ろ過後のろ液の組成、含有量を表６に示す。
【表６】

　アルカリ処理により、スズのみが溶液中に浸出し、インジウムが浸出されなかった。し
たがってアルカリ処理により、残渣中のスズを８０％分離できた。
【００２２】
　アルカリ処理で得られたアルカリ処理残渣の硫酸浸出および水硫化ソーダの添加による
硫化物として不純物である銅、鉛の除去方法について説明する。アルカリ処理によって回
収した残渣６４０ｇに濃度１５０ｇ／Ｌの硫酸を添加し、スラリー濃度を１０５ｇ／Ｌに
調整し、硫酸浸出を行った。このときの浸出時間は４時間とした。硫酸浸出後、水硫化ソ
ーダを添加し、銅を硫化物として析出した。その後、溶液のサンプリングを行い、溶液中
の銅濃度をＩＣＰ測定により測定した結果＜０．００１ｇ／Ｌであったため、硫化物とし
て析出していることが確認し、ろ過によってインジウムを含む水溶液から銅を分離した。
表７にろ過後回収したインジウムを含む水溶液の組成を示す。

【表７】

【００２３】
　硫酸浸出兼硫化で得られたインジウムを含む水溶液を用いた亜鉛粗置換について説明す
る。インジウムを含む水溶液６０００ｍｌを加熱により温度を５０℃に調整した。その後
苛性ソーダを添加し、ｐｈ＝２．５に調整した。ｐＨ調整後、亜鉛粉末を１２０ｇ（イン
ジウム量に対して置換反応量の１．２当量）を添加し、溶液中のインジウムと亜鉛の置換
反応が起こり、インジウムメタルが析出した。１．２当量の亜鉛粉末を添加後２０分後に
溶液のサンプリングを行い、インジウム濃度を測定した結果、６．６４ｇ／Ｌであり、溶
液中にインジウムが含まれているためさらに亜鉛粉末を６０ｇ（０．６当量）添加した。
添加１５分後にサンプリングを行い、インジウム濃度を測定した結果、０．００４ｇ／Ｌ
であり、インジウムが亜鉛粉末により置換されたことが確認できた。その後ろ過を行い、
残渣を粗スポンジインジウムとして回収した。表８にろ過後のろ液の液組成、含有量を示
す。
【表８】

　インジウム、コバルト、スズは全て置換され粗スポンジとして回収し、マンガンは不純
物として分離することができた。カルシウムは９７．１％、クロムは３４．５％、鉄は７
０．６％を不純物としてろ液に分離できた。
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【００２４】
　亜鉛粗置換で回収した粗スポンジインジウムを用いた塩酸溶解について説明する。粗ス
ポンジインジウム１９３ｇと純水６０００ｍｌを混合し、温度を５０℃に調整した。その
後塩酸を添加し粗スポンジインジウムを溶解し、ろ過によりインジウムを含む水溶液を回
収した。表９に回収したろ液の組成、含有量を示す。
【表９】

【００２５】
　塩酸溶解で回収したろ液に粗スポンジインジウムを投入し、インジウムより貴な金属不
純物を分離するインジウム置換について説明する。塩酸溶解で得られたろ液６８００ｍｌ
の温度を５０℃に加熱、調整し、苛性ソーダを添加してｐｈ＝２．５に調整した。その後
インジウム粗スポンジを８５ｇ投入した。インジウム粗スポンジ投入２時間後サンプリン
グを行い、スズ濃度を測定した結果０．０１ｇ／Ｌであり、スズを不純物として分離した
。表１０にろ過によって回収したろ液の液組成、含有量を示す。
【表１０】

　亜鉛を除く不純物はほとんど分離されており、表１１にインジウム濃度を１００とした
インジウムに対する各成分比を示す。
【表１１】

【００２６】
　水溶液中に溶け込んだインジウムを亜鉛板で置換し精スポンジインジウムとして回収す
る方法について説明する。インジウム水溶液６７００ｍｌに亜鉛板を投入し、塩酸を添加
してｐＨ＝０．５に調整した。塩酸添加後２４時間以上撹拌し、亜鉛板を引揚げ、亜鉛板
表面についているインジウムを精スポンジとして１４０ｇ回収できた。
【００２７】
　精スポンジインジウムを炉で溶解し、鋳造した電解精製用アノード１３０ｇを電解液に
装入し、電解精製を行った。電解液のｐＨをｐＨ＝２．０、温度を４０℃に調整し添加剤
として膠、サンエキスを添加し、通電を開始した。通電は０．２８Ａで２４０時間行った
。通電終了後カソードを引揚げ水洗いし、電気インジウムを９６ｇ回収した。表１２に回
収した電気インジウムの組成を示す。
【表１２】

　回収した電気インジウムは２００℃で溶解し、インゴットとして回収した。以上によっ
て、排水泥に含まれるインジウムを回収した。
【実施例２】
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【００２８】
　実施例２では表２に示す排水泥の希硫酸浸出でｐＨ調整をｐＨ＝３．０とすること以外
は同様の方法で希硫酸浸出を行った。表３にｐＨ＝３．０における浸出率を示す。
　ｐＨ＝３．０ではコバルト、銅、亜鉛のほとんどが浸出するため、ろ過によってインジ
ウムを分離し、回収した。
【００２９】
　（比較例１）
　以下に本発明の比較例を説明する。比較例１は表２に示す排水泥の希硫酸浸出に対する
比較について説明する。乾燥状態の排水泥２００ｇを純水１０００ｍｌにリパルプさせ、
硫酸（質量パーセント濃度９５％）を添加し希硫酸浸出を行った。まずｐＨ＝８．４の元
液にｐＨ＝４．０となるよう硫酸を添加し、ｐＨ値が安定した後、サンプリングを行い、
各元素の濃度を測定した。その後同様の方法でｐＨ＝１．０に調整しサンプリングを行っ
た。表３にｐＨ＝４．０および１．０の各成分における浸出液の浸出率を示す。
ｐＨが４．０ではコバルトや銅、亜鉛、クロムの浸出率が低く、酸化インジウムと効率よ
く分離することができない。またｐＨが２．０未満になると酸化インジウムの浸出が進み
、インジウムの回収効率が悪い。
【００３０】
　（比較例２）
　比較例２では硫酸浸出において硫酸濃度を５０ｇ／Ｌとすること以外は実施例１と同様
の方法で硫酸浸出を行った。その結果、浸出４時間後のＩｎ浸出率は６８．６％であり、
８時間後のＩｎの浸出率は８３．９％であった。硫酸濃度１００ｇ／Ｌ、４時間後の場合
、Ｉｎ浸出率は８４．９％であるため、５０ｇ／Ｌでは浸出率が低く、Ｉｎの浸出が不十
分である。これは硫酸添加量が不十分であるため硫酸濃度が低く、溶出していない酸化イ
ンジウムがあるためである。
【００３１】
　（比較例３）
　比較例３では硫酸浸出試験で得られた浸出液を用いた中和に対する比較について説明す
る。ｐＨ条件をｐＨ＝４．３としたこと以外は実施例１と同様の方法で、苛性ソーダ添加
による中和を行った結果、溶液のインジウム濃度は４．３６ｇ／Ｌであった。このとき液
割合では元液に含まれるインジウムの８３．８％がまだ水溶液中に溶解しているため、中
和物として回収できない。
【００３２】
　（比較例４）
　比較例４は表２に示すアルカリ処理において苛性ソ－ダによるｐＨ調整でｐＨ＝９とし
たこと以外は実施例１と同様の方法でアルカリ処理を行った。しかし、水酸化スズの溶液
への溶解は起こらず、スズを不純物として分離できなかった。
これは、苛性ソーダの添加量が不足していたため、ｐＨの値が低く、このｐＨ域ではスズ
が水酸化スズとして安定しているためである。
【００３３】
　（比較例５）
　比較例５は硫酸浸出兼硫化において硫酸濃度を５０ｇ／Ｌとすること以外は実施例１と
同様の方法で硫酸浸出を行った。その結果、浸出４時間後のＩｎ浸出率は６８．６％と低
く、Ｉｎの浸出が不十分である。これは硫酸添加量が不十分であるため硫酸濃度が低く、
溶出していない水酸化インジウムがあるためである。
【００３４】
　（比較例６）
　比較例６は表８に示す亜鉛粗置換において、投入する亜鉛の形状を板状にしたこと以外
は実施例１と同様の方法で亜鉛粗置換を行った。しかし、反応時間３０分後では溶液中の
Ｉｎ濃度は高く、亜鉛による置換反応ができていない。これは亜鉛の形状が板状であるこ
とから、表面積が小さく、メタルに還元されるための反応時間が不十分であるためである
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【００３５】
　（比較例７）
　比較例７は表１０に示すインジウム置換においてスズ、コバルトなどのインジウムより
貴な金属不純物の除去のために投入する金属を亜鉛粉末としたこと以外は実施例１と同様
の方法で置換を行った。しかし、スズ、コバルトだけではなく、溶液に溶解した状態で回
収したいインジウムが亜鉛に置換され、Ｉｎ濃度は０．００１ｇ／Ｌとなった。これは、
投入した亜鉛がインジウムより卑な金属であるためであり、スズ、コバルトのみの置換は
できないためである。
【００３６】
　（比較例８）
　比較例８は亜鉛精置換において投入する亜鉛を亜鉛粉末１．８当量としたこと以外は実
施例１と同様の方法で、亜鉛精置換を行った。置換反応終了後、インジウムを精スポンジ
インジウムとして回収した。しかし、この精スポンジインジウムにはインジウムに対して
１．３倍の亜鉛が含まれるため、後の鋳造工程によってインジウム電解精製用アノードを
鋳造した結果、不純物として亜鉛が多く、インジウムの純度が低くなった。亜鉛粉末の投
入量を少なくすると置換反応速度が遅く反応が進まない。したがって亜鉛精置換反応にお
いて粉末の亜鉛を投入したためであり、過剰量の亜鉛粉末が置換されることなく精スポン
ジインジウムに含まれる。

【図１】 【図２】
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